
餅
二
十

i
各

餅
五
紙

三崇

五
六

藤

豊

後

蒲

弘

寺

市

の

事

満
弘
寺
市
､
叉
は
墓
後
背
月
市
は
大
分
よ
-
日
豊
繭

の
下
身
で
四
ヅ
日
の
曙
.
坂
の
市
の
浦
弘
寺
で
毎
年
五

月
十
八
日
よ
カ

一
週
間
開
帳
の
日
関
か
る
J
定
期
の
灘

薯
市
で
､
現
今
荷
市
の
開
か
れ
る
初
め
の
一
両
日
は
何

等
の
貨
幣
の
媒
介
に
依
ら
ず
し
て
.
物
々
変
換
が
行
は

れ
で
ゐ
る
鮎
で
興
味
が
以
か
れ
る
Q

乙
の
附
近

完
W
t
年
に

一
回
の
市
の
開
か
れ
る
土
地

は
少
-
な
い
が
'
物
々
交
換
の
風
習
が
今
荷
､
暇
令

僅

か
と
は
言

へ
魂
っ
て
ゐ
る
の
は
此
満
弘
寺
印
只
一

つ
で

あ
る
0
然
も
甑
と
陸
と
の
産
物
が
宗
敦
を
通
じ
て
原
始
的
は

交
換
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
云
ふ
乙
と
は
.
地
坪
撃
的
ほ
見

て
も

1
の
研
究
の
封
象
と
は
夜
-
称
を
い
だ
ら
う
か
｡

溝
弘
寺
肘
は
坂
の
村
町
の
西
北
に
控

へ
た
大
野
川
下

流
の
旺
在
農
業
地
と
東
商
方
に
位
置
し
た
リ
ア
ス
梅
按

の
漁
業
地
と

の
両
者
の
住
民
が
､
年
は

1
度
.
其
の
信

仰
心
か
ら
同

一
場
所
に
骨
各

せ
し
め
ら
れ
る
結
果
､
自

然
磯
生
し
た
門
前
帝
で
あ
る
｡

rJ
の
備
弘
寺
市
に
就
て
の
研
究
と
し
て
は

瀦
弘
尊
者

､
附
端
弘
寺
市
の
起
蹄
(大
聖
且
'
昭
利
三
年
十
二
月
'
大

分
新
開
)

大
分
牒
坂
の
市
町
鵬
弘
寺
市
に
陶
す
る
調
教
(
大
分
荊
耐
尚
都
制
査
部
)

の
二
つ
だ
け

だ
が
太
田

氏
の
常
弘
寺
考
は
豊
後
で
有
名

な
異
名
之
長
者
停
訟
よ
少
此
市
に
鏑
逃
し
た
部
分
だ
け

を
扮
装
め
た
も
の
で
'
ま
た
大
分
高
商
の
調
賓
は
歴
史

の
方
面
で
は
､
そ
つ
-
与
太
悶
氏
の
研
究
を
借
用
し
て

ゐ
る
〇
九

ヾ
後
者
は
今
=
の
i;
の
有
様
む
相
普
詳
細
に
調
査



し
て
呉
れ
て
ゐ
る
の
で
ー
以
下
其
の
面
白
5,と
思
っ
た

個
所
の
要
瓢
を
脊
き
故
-
rJ
と
と
し
た
｡

物
々
交
換
に
よ
る
市
壕

は
1時
来
朝

し
た
が

､
軍
氷
的
年
中
家
滅
亡
の

後
平
家
の
紡
人
が
此
の
溺
弘
寺
市
に
朗
を
見
せ
る
や
う
に
な
つ
て
か
ら

忠
に
再
び
盛
大
と
な
っ
て
非
た
｡
こ
の
平
家
の
紡
人
と
･E
料
す
る
払
拭

シ
ヤ
ー

は
'
今
で
も
特
に
｢
坤
｣
と
呼
ば
れ
'

貰
Ft.;
に
潜
し
い
特
徴
を
有
し
て
ゐ

る
｡
(
許
､
大
分
腺
北
海

部
部
沖
留
村
)

彼
等
は
迷
信
的
で
あ
り
､
信
仰
心
が
弧
-
､
且

つ
彼
等
の
信
仰
す
る
の

が
縮
弘
寺
の
本
命
と
糊

t
な
如
窓
輪
祝
せ
晋
で
あ
る
か
ら
､
Rt
に
浦
弘

寺
に
参
詣
す
る
｡
史
に
被
曝

の
聯
徴
と
し
て
物
々
交
換
を
非
骨
に
好
む

風
が
あ
る
｡
川
氷

る
こ
と
な
ら
自
分
の
比
鋳
物
は
物
々
交
換
に
依
る
方

が
僻
げ
だ
と
考

(
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
｡
彼
等
が
放
た
か
ら
こ
そ
､
今

日
ま
で
斯
様
な
槻
始
的
な
雄
折
株
式
を
緋
付
す
る
こ
と
が
出
水

た
の
だ

と
も
官

へ
る
｡

物
々
交
換
を
目
的
と
し
て
搬
弘
寺
に
集
っ
て
氷
る
腔
村
人
と
肌
村
人
と

は
浦
弘
寺
に
射
し
て
西
北
と
光
南
と
に
仝
-
掛
澗
の
地
班
的
位
紀
に
准

る
｡
即
ち
良
材
地
方
と
し
て
は
大
野
郡
の
一
部
｡
大
分
郡
戸
吹
町
･荊
関

村

｡
松
納
材

｡
流
促
村

｡
近
-
は
北
恥
部
那
丹
姓
村
ガ
耐
韓
で
あ
り
'

兄
に
射
し
て
海
相
地
方
と
し
て
は
北
梅
郷
那
佐
教
組
町
申
立
非
〇日
水

中

サ
･.1
rl.･;.

小
糸

三
脚
水

｡
古
宮

｡
基
地
及

l
尺
犀
村
}｡
依

諒

布

村

｡
恥
迦
相
称
の

防
御
で
あ
る
｡

兆
罷
者
の
正
確
な
人
員
は
分
ら
な

い
が
.
昭
利
三
坤
五
月
十
八
日
判
別

州此後
端
弘
寺
市

の
祁

時
二
十
分
よ
-
七
時
十
五
分
に
護
る
脚
に
於
け
る
人
月
北
に
雑
技
の
状

況
は牛
前
四
時
二
〇
分

五
人

四
時
三
〇
分

1
0
人

五
時
三
〇
分

l三
ハ
〇
人

六
時
三
〇
分

六
〇

〇
人

七
時

l
五
分

二

ハ
五
〇
人

英
か
ら
後

は
増
加

す
る
政
子
も
夜
か
つ
ね
か
ら
'
六

五
〇
人
が
最
頂
と
考

へ
ら
れ
る
.
而
し
て
物
々
交
換
は

最
初
よ
か
直
ち
に
開
始
は
せ
ら
れ
覆
い
｡
午
前
五
時
頃

に
至
っ
て
交
換
が
始
め
ら
れ
ね
が
'
此
時
の
人
数
は
約

百
五
十
人
で
あ
っ
た
｡
集
少
凍
る
者
の
内
.
高
関
村
の

如
き
は
春
茸
で

1
番
忙
し
い
時
期
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず

金
村
三
官
九
十
七
月
の
中
共
の
牢
分
位
は
物
々
変
換
に

凍
る
貰
う
で
あ
る
｡

交
換
曹
覇
者
と
し
て
海
岸
地
方
よ
少
集
っ
て
凍
る
も

の
は
'
凡
て
女
子
で
あ
さ
'
男
子
は
此
臼
も
出
漁
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
｡
此
市
に
到
着
す
る
の
は
ど
う

し
て
も
未
明
迄
で
な
-
で
は
怒
ら
を
い
か
ら
､
象
を
出

る
の
は
朝
の
三
時
頃
で
あ
る
｡
以
前
は
各
部
徒
歩
で
凍

重
心

l#
七



地

球

妨

TfI
十

一
懲

カ
も
の
だ
が
､
今
で
は
教
動
機
由
の
優
が
あ
る
か
ら
し

て
大
概
は
之
に
ょ
つ
て
凍
る
｡

鬼
等
漁
村
よ
少
凍
る
も
の
の
内
ー
佐
賀
舶
町
学
玉
井

白
木
よ
み
凍
る
も
の
が
特
に
多
-
.
此
の
嗣
村
民
は
開

市

期
で
な
い
'
普
通
の
日
で
も
時
々
奴
の
市
町
は
凍
て

穀
物
等
と
交
換
し
て
行
-
も
の
が
あ
る
｡

是

に
対
し
て
山
地
よ
少
出
掛
け
て
凍
る
79
の
は
､
紙

で
男

子
で
あ
わ
P
勿
論
交
換
せ
ん
と
し
て
携

へ
で
凍
る

も
の
は
農
産
物
及
其
の
副
業
に
よ
る
壁
産
物
で
あ
る
｡

溝
弘
寺
市
は
自
己
の
生
産
物
を
揮
集
っ
て
物
々
交
換
を

行
ふ
fJ
と
を
膝
枕
的
を
年
中
行
事
の

一
と
考
ふ
る
心
班

も
存
在
す
る
が
p
殊
は
興
味
の
有
る
の
は
山
地
よ
み
凍

る
も
の
は
男
子
で
あ
っ
て
.
海
岸
地
よ
か
凍
る
も
の
は

殆
ど
女
子
で
あ
る
か
ら
し
て
'
共
感
に

1
種
の
遊
戯
的

を
気
分
を
生
ず
る
乙
と
も
亦
物
々
交
換
存
在
の

1
理
由

で
あ
ら
う
｡

輔
に
於
で
交
換
の
目
的
と
在
る
主
を
る
晶
物
は

山

地
よ
り

虚
産
品
(
食
用
)
比
野
我
如
'
芋
が
ら
'
千
大
粒
､
切
千
大
粒
等

林
産
〓仰
(
紛
奥
州
)
船
脚
政

歩
五
紙

蓋
八

五

八

工
産
品
(
家
庭

用
)七
島
表
､
座
､
竹
館
'

禰
'
肝

粘
適
地
よ
り

飽
鐙
口黒

食
用
)
芋
の
紛

海
産
晶
(
食
用
)
梅
雄
軸
､
干
魚
粕
､
発
蛸
'
蝦
､
邸

源
適

地

の
も
の
は

自
己
の

生
産

物
を
以

て､
山
地
の

生
野
茶
瓶

｡
椋
柁
皮

･
竹
龍

･
特
は
七
島
表

｡
運
と
交

換
す
る
も
の
が
最
も
多

い
0
山
地
よ
タ
凍
る
も
の
は
若

布
｡干
魚
と
交
換
す
る
｡
若
布
の
如
き
は

一
年
分
位
此
時

に
交
換
し
て
自
宅
に
晋

へ
て
置
-
と
云
ふ
革
で
あ
る
｡

芋
の
粉
と
交
換
し
や
う
と
恩
ふ
も
の
は
以
前
特
は
袋

を
用
意
し
て
凍
る
｡
放
岡
村

こ
向
田
村
の
75'の
は
干
大

根

･
切
千

｡
芋
が
ら

｡
椋
相

｡
産
等
を

一
人
替
え

二
囲

乃
至
十
園
は
荊
普
す
る
位
の
数
畳
持
っ
て
凍
る
｡
瀧
尾

村
の
も
の
は
主
と
し
て
産
む
携

へ
て
凍
る
｡
自
特
車
で

来
る
も
の
が

1
番
多

5'が
p
要
す
る
に
各
人
が
持
寄
る

数
量
は
極
め
て
少
量
で
'
海
適
地
よ
み
の
も
の
は
報
に

入
れ
､
天
秤
棒
に
措
S
得
る
轟
皮
で
あ
る
｡
交
換
物
品

は

一
般
に
非
常
に
粗
末
の
晶
が
多
-
て
蓮
の
如

き
も
其

の
晶
質
は
頗
る
劣
等
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
｡

(
1
九
三
三
､
九
､
三
〇
)


